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1.本 誌 は、物 性物理の研 究 を共同で促進 す るため、研究者 がその研
究意見 を 自由 に発表 し討論 しあい、 また 、研 究 に関連 した情報 を速
や かに交換 しあ うこ とを目的 と して、毎 月1回 編集 ・刊行 されます。
掲載内 容は、研究論文 、研究会 ・国 際会議 な どの報告、講義 ノー ト、
研 究 に関連 した諸問題 について の意 見、 プ レプ リン ト案内、 ニュー
ス な どです。
2.本 誌 に掲 載 される論 文 につ いては、原 則 と して審査 を行 ないませ
ん。但 し、編集 者 が本誌 に掲 載す る ことを著 しく不適 当 と認め た も
の にっ いては、改訂 を求 め、 または掲 載 を拒絶 す ることがあ ります。
3.本 誌 の 掲 載 論 文 を 他 の 学 術 雑 誌 に 引 用 す る と き は 、 著 者 の 承 諾 を
得 た 上 でprivatec◎mmunicatiOn扱い に して 下 さ い 。
投稿規定
1.原 稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し、雑誌 のページ数 を節約 す るため






原 稿 は2部(オ リ ジ ナ ル 原 稿 及 び コ ピ ー)提 出 し て 下 さ い 。
数 式 、 記 号 の 書 き 方 はProgress,Journalの投 稿 規 定 に 準 じ、
ミ ス プ リ ン トが 生 じ な い よ う な 処 置 を と っ て 下 さ い 。 上 ツ キ 、 下 ツ
キ 、 英 字 の 大 、 花 文 字 、 ギ リ シ ャ 文 字 、oとaと0(ゼ ロ)、uとn
とr、cとe、1(エ ル)と1(イ チ)、xと ×(カ ケ ル)、uとv等 を
赤 で 指 定 し て 下 さ い 。
数式 は3行 にわたって大 きく書 いて下 さい。
1行 以内 にお さまらない可能 性の あ る長い数式等 は必ず 改行 の際
の切 れ 目を赤で指定 して下 さい。
図は その ま ま印刷 で きるもの を原稿 に添 えて下 さい。 図の縮 尺、
拡大 は致 しません。1頁(13×19c㎡)以 内 に入 らない図 、その まま印
刷 で きない図 は原則 と して著者 に返送 し、書 き改 めていただ きます。
図 、表の説明 は別紙 に書 き、本 文中 に挿入位 置 を赤で明示 して下 さ
いo
投稿 後の原稿 の訂正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい。
別刷 は原 則 と して作 りません。 ど うしても別刷 が入用 な場合 は、
投稿 の際 に所要部数 を50部 単位 で申込 んで下 さい。別刷代 は下 記方
式 によ り、現金で納 入 して いただ きます 。
(郵 券 に よる受付 はいた しません)
p:物 研 出来上 り頁数
x:別 捌所 要部数
a:別 刷1頁 の代金3円
b:製 本代(別 刷1部 にっ き)30円
別刷代 一(ap十b)x十 送料
別刷代金 は別刷 を受取 って か ら、1ケ 月以内 に納めて下 さい。 そ
れ よ り遅れ た場合 には遅滞追徴金 を請求 され ることがあ りますか ら、
御注意下 さい。








伊達宗行,畑 徹,長 岡洋介,佐 々木亘,達 崎達,近
桂一郎,白 鳥紀一,田 巻 繁,山 田宰,禅 素英,勝 木
渥,長 谷 田泰一郎,芳 田奎,中 山正敏 豊沢豊,
横 田伊佐秋,金 森順次郎
(特 定研究説明者)中 嶋貞雄,信 貴豊一郎
審 議 事 項
1.特 定研究 「量子凝縮相の基礎研究」につ いて
(提案趣 旨)表 記特 定研究 を提 案 してい るグルー プか ら,中 嶋,信 貴両氏が,前 回配布 資料
の後半 を改訂 した もの を配布 し,説 明を行 った。
中嶋:1年 程前,信 貴氏 から相談 を受 け,代 表 を引受 け,素 案 を作 った。大阪市大の信貴研 で
は、3Heと の熱接触,固 体3Heの 核帯磁率測定による1次 転移の発 見,な どの成果 が上 っ
てい る。東大佐 々木研 では,電 子的性質の研究,超 伝導微粒 子の研究 が行 なわれてい る。物
性研,東 北大,名 大にはすで に資金投下があったが,大 阪市大 と東大 にはないので,こ のグ
ルー プを盛立てたい。超低温は共 同利用的 な研究 が技術的 に困難 なので,研 究セ ンターを構
想 した。物性研 は全国共 同利用 を目ざす として,5拠 点(東 北大,東 大,名 大,阪 大,大 市
大)を 研究 セ ンター として,技 術 開発 と共 同研究 を行 な う。目標 としては,希 釈冷却機 領域
(数ml()か ら0.1mK迄 の温 度域 での研究 を我国 に根付かせ たい。低温物理 は,元 来地味
な物性 の基礎研究 であ って,超 伝導,超 流動 には限 られない 。
信貴:研 究内容 は,量 子 固体,量 子液体,超 低温技術 とその物理(低 温生成技術 の開発 とそれ
に からんだ物理,核 整列),超 低温 におけ る電子系秩序相(新 しい機構 によ る超伝導等)の
4っ を柱 とす る。東 大 と大阪市大 の研究センター整備費 として 計1億 円,研 究センター,そ の
他で行 な う計画研究に計2億9百 万円,公 募研究に計1億2千8百 万 円,総 計4億3千7百
万 円を3ケ 年 にわたって使 う。
勝木:研 究会 「物性研究の将来」で聞いた所では,各 地の計画は超伝導磁石が仕様通 りに動作
しないため停滞 している印象を受けた。mK以 下は大丈夫か。
中嶋:温 度 を下げ るだけな ら,数 百 μKか ら数十 μKが すでに一応実現 してい る。物性研究 を
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行な うのはこれか らで ある。
信貴:有 意義な物性研 究 を行な うには,そ の温度 を自家薬籠中の もの としなければな らない。
伊達:「 研究 セ ンター」 とい う名称 だが,文 部省側には研究 を行 な うセ ンター とい うのは特殊
なものだとい う考え方がある。
長谷田:以 前の佐々木提案(研 究施設羅構想)を 低温研究領域で実現 しようというものだと理
解で きる。
伊達:す でに先行 しつつ ある施設 との対比 がは っき りしてい ない と,実 現は困難で はないか 。
重要拠点 は大阪市大 と東大 か。
中嶋:そ うだ。 しか し,研 究 センターは2拠 点だけでは不十分である。
伊達:既 設計画 の申請 目標 と重複 していないか。例えば,東 大 と大阪市大の2拠 点だけを計画
研究 にす る,と い うよ うな戦術的調整は考 えられ ないか。
白鳥:物 性研究全体の中での超低温研究の位置づけは どうか。物質 の科学 としての物性研究 の
中で突出 してい るよ うに思え る 一 例 えば高 エネルギーの研究 の話 と似通 った印象 を持つ 。
希釈冷却 領域の話 とか微粒子 の話は今迄の物性 とつ なが ってい るとは思 うが 。突 出 してい る
ところに意昧があ るか らや るのか 。物 質の科学 としてや るのか 。
中嶋:突 出 した面があるのはやむ を得 ない。希釈冷却機 は,現 在He液 化機 なみにな って いる
が,そ れ も20年 ぐらい前は3Heと4Heの 混合系 についての極 めて特殊な問題で何の役 に立
つのか と思われていた。mK領 域 では,半 金属の電子 一正孔系の相転移,金 属微粒子等の問
題があ って固体物理 の一部 だが,そ の先 は現在 では異 質 と思われ るか も知れ ない。技術的 に
は希釈冷却温度 に下限がある。 しか し,物 理現象はその温度 で分れ るわけではない。3Heの
超流動 も,高 圧下で はポメランチュク冷却 でよいが,低 圧では核磁気冷却 が必要で,し か も
そ こで異 った相が現 われ る。このよ うに従来 の物性研究 を延長 す る上か らも必要である。
畑:核 断熱消磁 の研究 をや って来たが,そ の原動力 は固体3Heの 帯磁 率 を測 りたい とい う事で,
単に温度の記録 を目指 したのではない 。物性 をしらべる事が重要 だと思 ってい る。
白鳥:超 低温 の物理 とい うのはあるだろ う。 しか し,そ れは在来 の物 性物理 とは少 し異質では
ないか。意義の ある事は認め る。問題 はお金 を取 るとい う所 にある。
長谷 田:ど こが異 質なのか。
白鳥:強 磁場 と比べ ると差が ある。超低温 では,や りたい とい うテーマは限 られ ていて,そ れ
に合わせて装置 を作 る。磁揚 や低温 の ようにパ ラメー タを制御す るの とは異 る。
芳 田:希 釈冷却 領域 で観測 され ている興 味ある現象 を更に温度 を下げ るのであれば 同 じである。
しか し,核 断熱冷却 とHe研 究 とを1組 としてや る ところに異質性 があ る。そ うい う研究 に
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多 くの揚所 に大金 を注 ぎ込むのか,と い う事 になろ う。
白鳥:mK以 下 で測定 したい,と い うテーマを持 ってい る人 は全物性研究者中では少い 。少い
か らや るな,と い うのではないが。
信貴:ま ず どこかでや るとい う事 によって,興 味 はふえ るだろ う。
芳 田:物 性 測定 の必要性は よ く分る。academicな 点 はよい。practicalな 事 を問題 に したい。
畑:核 断熱冷却 を念頭 において希釈冷却機 を無人運転化 した,と い う事 もあ る。 もっと自由に
使 える時代 が来 るのではないか。
白鳥:He液 化機 の場合 を外挿 して,あ ちこちにゴロゴロ転 がってい る状況にな ると言え るだ
ろ うか。
芳 田:希 釈冷却機はHe液 化機 なみにな ってい るのではないか。
畑:必 要 と思 ってい る人 には使 え るよ うになるであろ う。
中嶋:ゴ ロゴロ転 が ってい るようになるとは思わないので,研 究 セ ンター構想 を作 った。
白鳥:超 低温 を物性 の中で位 置づ け る事は,ま だで きていない。
芳 田:希 釈冷却領域 で しらべたい物性は沢 山ある。希釈冷却技術は確立 され て金 で買 えるよう
にな った。
伊達:や るかや らないか は今 日決 めない と,物 研連等 のスケジュールか ら考 えて間に合 わない 。
金森:も う少 しす っき りした ものに しない と物研連で納 得させ るのが苦 しい。
伊達:意 義 を明快 に。また効用 の説明 にメ リハ リがない と。
長谷 田:意 義 と効用 は計画研究 と公募研 究の比率 をどの辺 りに設定す るかに大き く依存 す る。
最近は文部省 も計画研究中心 か ら変 りつつ あ るので,計 画研究 と公募研究 の比率 も考 え直 し
て もよい。
横田:「 研究セ ンター」構想 に納得の行 くよ うな意味づけが必要だ。官制 とす るのか。
中嶋:官 制にす る事にはこだわ らない 。研究の便 宜上考 えたので あって,制 度上は どうい う形
で もよい。
中山:0.1～1mK域 の冷却装置 には共用性があ るのか。
信貴:個 々のセンターには共 用性 を持たせ られ る。つ ま り,種 目別のセ ンター を考 えてい る。
共同利用 とい うよ りは共 同研 究 とな るであろ うが。
長谷 田:例 えば,現 在阪大で考 えてい る トップ ロー デ ィング方式 の希釈冷却 は共同研究 向けに
考え る事ができる。
芳 田:セ ンター は既 にあ るのではないか。これか ら共 同利用的に開発 しようとしてい るのか 。
畑:各 セ ンター は,こ の計画 によ り,希 釈冷却機 を2台 は持 て るよ うにな る。
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中山:種 目別に共用性がある とい う点,ま た一般的共用性 は無い とい う点 を各拠 点毎 に具体的
に説明 して もらいたい。
信 貴:東 北は,液 体He,SQUIDによる磁気測定。
伊達:目 玉商 品は,む しろ,4He循 環型の新型冷却機 の開発ではないか。
佐 々木:東 大は,「電気伝導,微 粒子,NMRの3つ につ いてはfacilityを 提 供 できる。しか
し,超 伝導微粒子熱 スイ ッチ を手段 とする超低温研究のためには,相 当な投資 が必要である。
信貴:大 阪市大は,固 体3Heの 磁性,無 機化合物,熱 接触,技 術開発。
畑:名 大 も3Heの 磁性 だ。
芳田:時 期の問題が ある。各地に多額 の投資が既 に行 なわれてい る。
長谷 田:あ る程度 の投資があ った とはいえ,基 本的な機 器の購入 にあて られてお り,周 辺機 器
はなお不十 分である。い ざスター トしてみ ると 「もう少 しお金 が足 りない」 とい うのが実情
ではないか。
芳田:計 画 が現 に進行 中の所 も含 められてい るではないか 。それ で,「 もう少 し足 りない」 と
言 えるのか 。付属機器 などのお金が足 りな くて研究 の実効が上 らない とい う面 もあろ うが。
伊達:い ろいろ議論 も伺 ったが,修 正や戦術上の考慮 は必要だろ うが,"GO"と い う事 でよ
いか。 来年1月 末 に最 終案 を作 り,2月 に物研連,4～5月 に学術会議 の科研費委員会,7
月に部会 を経て昭和57年 度の概算要求へ,と い う手順 にな る。担 当者 と協議 して進 めたい 。
2.研 究会 「物性研究 の将来」 にっいて
(提 案趣旨:伊 達)12月4-6日,物 性研短期研究会 として開かれ た表記研究会につ いて,
総括の 自由討論 をして もらいたい。photonfactory,パ ルス中性子炉 について は,講 師の都
合 がつかず,今 回 は話 を聞けなか った。3日 間にわた る話 と討論は有意義だ った と思 う。
山田:物 性研 の使命 の一っは共 同利用 にあると思 うが,前 回 も発言 したように,外 国の共 同利
用研究所 に比べて,利 用 しに くい。Grenobleの 強磁場研究所 の場合は,所 長 は一番悪 い時
間帯 に利用 する等,サ ー ビス中心の考え方が徹底 してい る。また,保 守 ・維持 に技官 が責任
を持 って当 る体制が確 立 してい る。責任 の所在 も明確 である。そ うい う体制づ くりをや って
行 く方 向を出 して もらいたい 。
禅:共 同利用 では,5本 柱 とと もに,従 来あ る磁気測定,He冷 却等 々の装置 も使 え るよ うに
残 して もらいたい。大学院生 を連れ て行 って整備 をしなが ら使 う事 ができるよ うに。
伊達:具 体的に要望 を出せば,物 性研側 で も編成替の際 に参考にな るであろ う。
近:共 同利用 の形態が多様化す る方向 にあるが,従 来の カテゴ リーの もの も充実 して もらい た
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い 。大別 して,物 性研 にかな り長期 問滞在す る型 と,本 拠地 から短期間 出向す る型 とあろう
が,前 者 は大学学部か らだ となかなか難 しい。後者 のために も,操 作 が容易な測 定装置,例
えば4軸 回折計 とか ラマ ン分光装置 とか,を もっと充実 して もらいた い。
芳田:御 要望の方 向に沿 ってや って来てい るつ もりで あ り,更 めて言われ るのは一寸心外 な気
もす る。具 体的 に,ザ ックバ ランに言 って下 されば,で き るだ けの事 は して来 た し,ま た今
後 もするつ もりであ る。研究会 で中山委員は 「SORが 施設 にな った際共 同利用 の校費 ・旅
費総額 は12%増 額 にな ったが,今 年度後半期の状況 を見 るとSOR関 係 の旅 費 は総額 の30
～40%に 達 し他 の共同利用 を圧迫 してい る」旨論 じた。 しか し,SOR関 係 は施 設にな る以
前か らかな りの経費 を使 っていたので,12%分 は純 増 した事 を理解 して もらいたい。一方
で,必 要 だか らとい って金額 をどんどん増 す事 はで きない 。建物 ・スペースか ら来 る制約 も
あ る。全分野 を平等 に うるおす事はできない。
近:従 来,サ ー ビス的 な部分 を レパー トリーに含 めてお られた,と い うのは意外 である。従来
の施設利用 は研究所 内外 の興 味が合致 した ところでや るとい う事だ った,と 私 は理解 してい
た 。また,そ れ で良か った と思 ってい る。今回 は,例 えば,レ ーザー は共 同利用 にな じまな
い とい う事 であるが,そ れ を共同利用 の計画 として出すのな らば,別 の面 でそれ を補償 す る
事 を考 えて くれ,と い う意味で発言 してい る。
達崎:共 同利用 の為にただ装置 を動かせば 良い,と い うもの もあ ろう。 しか し,レ ーザーは共
同研究 としてや って行 く事が必 要な段階にあ るのではないか。
芳 田:超 強磁場,超 低温 に もそ うい う面 があ る。長い 目で見れば使え るよ うにな るであろ うが。
そ こで,サ ブメガガウス磁場,希 釈冷却機 な どを共同利用 のた めに計画 に加 えた。 レーザー
と表面物 性が共 同利用 にな じまない。
伊達:レ ーザーは利用者側 か らも要望 を出 して行 く事が必要 だ。
芳 田:共 通実験室 には,す でにnsecの ル ビー レーザーはあ る。
伊達:市 場調査 ・評価 をもっとや って もらいたい。
芳 田:し か し,そ れだ けで も困 る。簡単 には買えない もの を作 って使 って下 さい,と い うのが
良い 。ただ並べて使 って下 さい,と い うのは どうも。
白鳥:特 殊 な例 か も知 れないが,普 通に大学の研究室間で貸借 してい る程度の単純 な装置 を物
性研 のあ る研究室 で使わせ て くれ と言 った ら,共 同利用施設専 門委 を通 して くれ と言われた,
とい う話 も聞いた。
芳田:所 員 の中には共 同利用研意識の薄 い人 もい ると感 じる事 もある。
近:良 い装置 を相互 に貸借 す る,と い うのは物 性研 だけ に頼 る事 はできない。
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畑:装 置の種類に もよ る。簡 単で負担 少な く利用できる もの もあって よい。
芳田:以 前 予備 費で超伝導磁石 を買 ったが,あ ま りに尖端的 な15Tの もの を選 んだために
往生 した。助手 と技官 がは りつ きとな り,He消 費量 も多 く使 い難い。結局,使 いやすい10
Tの もの をまた買 う事に した 。
畑:簡 単 に使 えるものは利用手続 を簡略化 しては どうか。
長谷 田:も っと低水準の ものは,全 国 あちこちに揃 えた方が良いので はないか 。
芳 田:共 同利用研 に装 置 を集 中 しす ぎると,全 国の水 準は下 る。予算 も削 られ る。
白鳥:思 いつきだが,低 温装置の温度較正 をや るための原器 を置 くとい うよ うな タイプの共同
利用 はど うか 。
中山:今 回の研究会 の名称は 「物性研究 の将来」 とな ってい るが,物 性研究所の将 来計画 の検
討 を中心 に したためこ うい う内容 にな った,と い う事 を報告 にあた って述べてお いた方 が良
い 。
伊達:今 後 もいろいろな角度 か らや って行 く,と い う事だ。
3.第10回 アモルファスお よび液 体半導体国際会議 の 日本開催 にっいて。
豊沢委員 よ り,表 記会議 を準備 しているグループの依頼による下記報告があ った。
この会議 は,IUPAP委 員会主催 で隔年 に開かれてい る。1983年 の第10回 会議 の 開催 地
として 日本 が有力候 補 とな り準備 が進 められてい る。現在,学 術会議 と日本物理学会 に共 同
主催 を依頼中,ま た関連諸学会 に協賛 を依頼す る予 定である。学術会議のカテゴ リーではC
クラス,人 数 は約500名 。組織委員長は川村肇氏,事 務局長 は森垣和夫氏 。
4,物 性試料アンケー ト(案)に ついて
(提 案趣 旨:伊 達)前 回迄の議論 に基 づき,ア ンケー トの試案 を作 った。御 意見 を伺いたい。
次回の物小委で実施す るかど うかを決 めたい。
白鳥:対 象は どこか?集 計,処 理 は?
伊達:物 性 グルー プの名簿 によって出 し,回 答 を編集 し公表す る。
山田:個 人宛か 。
伊達:グ ループ宛 に出 し,必 要な ら複写 して複数回答 して もらう。
佐々木:学 会講演 プログラムを宛先の参考に してはど うか 。
豊沢:物 性に近 い化学者 で代表的 な人に出 しては どうか。
長谷 田:出 すのは良いが,答 は異質 だろうか ら処理 には工夫 が必要であ る。
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白鳥:ア ンケー トは物 理屋の立場で作 られている。研究会 で も出た話だが,「 ○○ の分析 な ら
どこへ頼 めばよい」 とい うリス トを作 って配 る,と い う発想 には,分 析 屋はいやな顔 をす る
だろ う。物理屋 にとって便利 にしよ うと思 うと遠 くな る。不便 な ところを苦労す ることがつ
きあい の第一歩 ではないか 。
長谷 田:そ れは重 々承知 の上で,も う少 しビジネスライ クに進めないか と思 う。
白鳥:結 晶作 りについて言 えば,そ の仲 間の 「社会」 ができると状況が少 し変 る様 に思 う。技
官 の事 にして も同 じだ と思 う。
長谷 田:素 人に評価 して もらって も仕方 がない,と い う誇 を持 って貰い たい と思 うのだが……。
白鳥:宇 宙船地球号 とい うような話 の時 によ く出て くる事で言えば,「 下」 で もっぱ ら船 を漕
い でい る人問が 「お前 の漕 ぎっぷ りは素晴 しい。自分で評価 して(又 は評価 してや るか ら)
満足 しろ」 と言われ て も… …とい う事になる。
畑:化 学者の方か らの接近はないのか 。相互にあれ ば問題は無い。
白鳥:「 あれば」 とい うのは駄 目だ。そ うでない人 々が沢山い る。
長谷 田:日 常親 しくしてい るか ら,と い うの も駄 目だ。こちら も犠性 を払 う必要 はあ る。 しか
し,そ れ は労力でな くビジネス(経 費,日 当など)で よい。無駄な汗 を流す必要 はない。
畑,白 鳥:何 を似て無駄 とす るのか 。
伊達:原 則的 に良けれ ば,次 回には決 めたい。
次回 の物 性小委員会 は,'1981年2月 の予定。
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「物性論における ソリトン」12月4目 ～12月5日 科学 技術庁研究 交流セ ンター
「物性研究 の将来」12月4日 ～12日6目 物 性研Q棟 一階講 議室
「X線 構造 解析 と高分解能電顕像 の接点」
12月12日 ～12月13日 生 産研究所第一会議室
・談 話 会
12月2日"ポ リァセ チ レ ンの ソ リ トン"
真 木 和 美 氏(UniversityofSouthernCalifornia)
・土曜 セ ミナ ー
・12月6日"2次 元PlaneRotatorModelの低 温 相及 び相 転移"
宮 下精 二 氏(東 大理)
・12月13日"4ス ピ ン交換 相 互 作 用 につ いて"芳 田 奎 氏(物 性研)
・12月20日"液 晶 にお け るRe-entrantNematic-SmecticA
転移 の格 子 模 型"飛 田和男 氏(北 大工)
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編 集 後 記
38年 以 来 とい う豪雪 とかで,現 地の方 々には全 く申 しわけない話 ですが,テ レビのニ ュー
スで見ています と,地 球上の水 とい う存 在が,夏 の静か な海 を眺 めてい る時 とは比較 にな らな
い恐 しさで圧倒 してきます 。対 島暖流の もたらす水蒸気 が,大 陸か らの冷気流で凝結 した もの
と言われ て,沸 とうしてい るやかんの上に冷水 を入れ た コップ を持 ってい った り,ア ル ミサ ッ
シのガラス戸の内側 にたまった水滴 を見せ た りして子供 に説明 はす る ものの,そ のおびただ し
さがとて も実感 として理解 できない とい うのが正 直な ところです。京都 では今の ところ積雪 ら
しい積雪は見 られず,む しろ例年 よ り少ないよ うで,好 天 が続 いてい ます。 もっとも北 山を越
えた丹後,若 狭地方 は豪雪 に悩 ま されてい るとの こと。
本誌 もいささか冬枯れ の感 があ りますが,国 立大学の会計検査 との関連 で,会 費 を払 ってい
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1.会 費:当 会の会 費 は前納制 をとって います。 したがって、3月 末 ま
で になるべ く1年 間分会 費 を御支払 い下 さい。
なお新規講 読 お申込 みの場 合 は下記 の会費以外 に入会金 と し
て、100円 お支払 い下 さい。




(1年 分 ま とめて お支払 いが困難の向 きは1volume分 ずっ
で も結構 で す)
2.支 払 いの際の注意:な るべ く振替 用紙 を御利用 の上御納入下 さい。
(振 替貯 金 口座 京都5312)
なお通信欄 に送金内容を必ず明記 して下さい。
雑誌購読者以外の代理人が購読料 を送金される場合、必ず購読者
本 人の名前 を明記 して下 さい。
3.誌 代 の支 払遅滞 の場 合:当 会の原則 として は、正 当 な理 由 なく2
Vols.以 上の誌代 を滞納 され た場合 には、送本 を停 止す るこ とになっ
てい ます ので御留意下 さい。
4.一 括送 本 を受 ける場合:個 人購 読 中 に大学等で一括配 布 を受 け る
様 になった場合 は、必ず 「個 人購読 中止 、一 括配布希望」 の通知 を
して下 さい。逆 の場 合 も同様 です。
5.送 本 先変更 の場 合:住 所 、勤務先 の変更等送 本先 が変 った場合 は、
必ず送 本先 変更 届 を提 出 して下 さい。
学校、研究所 等機関購 読
1.会 費:学 校 ・研 究所等で の購 読及 び個人 で あっても公 費払 いの と
きは機 関会員 とみ な し、代金 は、1冊730円 、1VoL4.380円 、年
間8.760円 で す。 この場合 、入 会金 は不 用です。学校 、研 究所の会
費 の支 払い は後 払 いで も結構 です。 しか し購読 申込 みを され る時 に
支払 い に必要 な請求、見積 、納 品書各何通 必要 なのかをお知 らせ下
さい。
なお、当会の請求 書類で は支払 い がで きない様 で した ら、貴校、
貴研究機関 の請求書 類 を送付 して下 さい。
2.送 本 中止 の場 合 の連絡:発 行途上 にあるvolumeの 購読途 中中止
は認め られ ませ ん。購読中止 され る場 合 には、1ケ 月前 ぐらい に中
止時期 を明記 して 「購読 中止届」 を送付 して下 さい。
雑誌未着 の場合,発 行 日よ り6ケ 月以内 に当会まで ご連絡下 さい。
昭和42年11月14日 第 四 種 郵 便 物 認 可
昭和56年2月20日 発行(毎 月1回20日 発行)
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